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（１）概　　要

　本業務は、鹿島港ケーソンヤード他の警備を行うものである。

（２）警備場所

　　 　鹿嶋市新浜１０番地　　　　　　　　　　　　ケーソン打継場

　　 　鹿嶋市平井地先　　　　　　　　　　　　　　外港地区中央防波堤　

（３）履行（警備）期間

令和6年４月１日から令和7年３月３１日までとする。

（４）一般事項

①本件の履行に当たって、受注者に対して警備業務遂行上必要な権限を付与する。

②本件の履行に当たっては、管理者の責任を持って任務を遂行するものとし、警備実施中に

知り得た内容について、これを漏らしてはならない。

（５）警備内容

（５）－１　警備日数及び警備時間

警備日数及び警備時間は、原則として以下の通りとするが、令和７年３月３１日については、２２：００～翌朝

５：００までの警備（３.５時間）を５：００～２２：００までのうち２時間とは別に同時間帯にて実施することとする。

①警備日数

・毎日（３６５日）

② 警備時間

・５：００～２２：００までのうち２時間

・２２：００～翌朝５：００までのうち３.５時間

なお、上記の警備時間をもって、（６）契約方法　に記載する１日当りに換算する。

また、発注者の都合により、警備日数・警備時間等を変更できるものとする。

（５）－２　警備人員

警備人員は１名とする。

なお、発注者の都合により、警備人員を増員できるものとする。

この場合、書面にて確認を行うものとする。

　１．巡回場所

　 　　鹿嶋市泉川字浜屋敷１７１２－７　　　　鹿島港ケーソンヤード

　２．灯火確認場所

　　　 鹿島港内（別添図参照）
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（５）－３　警備方法

①下記区分により警備場所を巡回し、異常等の有無を確認する。

ただし、灯火確認及びケーソンヤード内ドックにおける溜水、ドック擁壁からの排水状況確認

は、２２：００～翌朝５：００までの間に行うものとする。

（１回）

（１回（灯火確認・溜水の有無・排水状況確認を含む））

②警備内容は以下の通りである。

１）侵入者及び侵入車両の有無の確認

２）侵入者の制止、排除

３）海面の異常（ゴミ、浮遊油等）の確認

４）フェンス等損傷の確認

５）侵入に利用されるおそれのある箇所の確認

６）標識灯・灯浮標の灯火（点滅及び位置）確認

　　標識灯・灯浮標の位置は別添図のとおりであるが、発注者の都合により数又は位置を

　　変更することがある。なお、変更した場合は当所係官より別途通知する。

７）ケーソンヤード内ドックにおける溜水の有無の確認

８）ケーソンヤード内ドック擁壁からの排水状況確認

（５）－４　警備報告書及び連絡

１）日々の警備報告は当所係官に電話等で報告し、後日速やかに警備報告書を提出すること。

２）事故・トラブル発生時には直ちに当所係官に電話等で報告し、後日速やかに事故報告書を提出すること。

（５）－５　警備計画書及び緊急連絡体制

本業務実施にあたり、警備計画書及び緊急連絡体制表を作成し、当所係官に提出すること。

（６）契約方法

契約は、３６５日分の総価契約として、下記項目から算出する。

（７）検　　収

本業務の検収は、３ヶ月毎に行うものとし、検査職員の検査合格をもって検収とする。

（８）支　　払

代金の支払は、上記検収後、受注者からの適法な請求書を受理した日から起算して、

３０日以内に支払うものとする。

・２２：００～翌朝５：００までのうち３.５時間

・５：００～２２：００までのうち２時間

警備②１日当り ○ ○ 全日の22:00～翌朝5:00 (夜間)

備　考 単価の扱い

警備①１日当り ○ ○ 下記以外の日時

業　務　費　項　目 労務費 諸経費
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（９）暴力団員等による不当介入を受けた場合の措置

１）受注者は、暴力団員等による不当介入を受けた場合は、断固としてこれを拒否すること。 下請負人等が不当介入を受けたことを認知した場合も同様とする。

また、不当介入を受けた時点で速やかに警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。

２） １）により警察に通報又は捜査上必要な協力を行った場合には、速やかにその内容を記載した書面

により発注者に報告しなければならない。

３） １）及び２）の行為を怠ったことが確認された場合は、指名停止等の措置を講じることがある。

発注者と協議しなければならない。

４） 暴力団員等による不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じる等の被害が生じた場合は、

（10）そ の 他

本仕様書に記載無き事項及び疑義が生じた場合は、全て当所係官と協議して決定しなければならない。

以　　　上

No.3



図面番号 図　　　面　　　名　　　称 摘　　　要

1 　巡回場所

2 　設置位置図
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鹿島港ケーソンヤード

ケーソン打継場

外港地区中央防波堤

国土交通省関東地方整備局鹿島港湾・空港整備事務所
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図面名称 設置位置図 図番 2


